
テクニカルの活用方法について理解
活用される基本テクニカルを利用する



テクニカル分析の利用

テクニカル分析は基本を学ぶ事で基本通りにトレードしていく

トレーダー達から利益を搾取する事ができます。

FXトレードはゼロサムの世界です。

負けるトレーダーがいてこそ、勝トレーダーが存在します。

なので負けているポイントを把握する事が勝ちトレーダーへの第一歩につながります。



＜狙い打つトレーダー＞

・ローソク足(陽線・陰線)
＞既に買っている売っているトレーダー

・MA(移動平均線)
＞移動平均線タッチで買っている売っているトレーダー



ローソク足(陽線・陰線)



MA(移動平均線)



EMA200(指数平滑移動平均線)は
グランビルの法則などにも用いられるもっともポピュラーな移動平均線です。

このEMA200を背景に買いエントリー、売りエントリーを行っている
トレーダーが一定数います。

セオリー的には間違いではありませんが、そこには優位性はありません。

【狙い所】
★EMA200にタッチして下がっている高値を上に抜けたポイント
└買い
★EMA200にタッチして上がっている安値を下に抜けたポイント
└売り

MA(移動平均線)



＜狙い打つトレーダー＞

・BB(ボリンジャーバンド)
＞BB2シグマで逆張りしているトレーダー

・MACD(移動平均ダイバージェンス コンバージェンス)
＞ダイバージェンスやコンバージェンスを狙ってエントリーしたトレーダー



上記の画像のようにボリンジャーバンドで逆張りをしかけてくる
トレーダーの損失を利益に変えていきます。
ボリンジャーバンドのトレードをしているポイントが
いかにもテクニカル通りのポイントであればあるほど優勢性が増します。
・ロールリバーサルの戻り目で売りを狙っている
・ロールリバーサルの押し目で買いを狙っている
【狙い所】
★ボリンジャーバンド２シグマタッチ→陰線高値ブレイク狙い
└買い
★ボリンジャーバンド２シグマタッチ→陽線安値ブレイク狙い
└売り

BB(ボリンジャーバンド)



オシレーター系テクニカル分析では
ダイバージェンスとコンバージェンスを読み解く事ができます。
総じてダイバージェンスという呼び名で呼ぶことも多いですが

ここでは正式名称も含めてご理解ください。

MACD
(移動平均ダイバージェンス コンバージェンス)

ダイバージェンス コンバージェンス



オシレーター系テクニカル分析では
ダイバージェンスとコンバージェンスを読み解く事ができます。
総じてダイバージェンスという呼び名で呼ぶことも多いですが
ここでは正式名称も含めてご理解ください。

そしてダイバージェンス後にはヒドゥンダイバージェンスという
事象が発生する事があります。

ダイバージェンス現象とヒドゥンダイバージェンス現象は
相関関係にありどちらかの現象が解消された際は相対的な
ダイバージェンス現象が発生する事になります。

【狙い所】
★コンバージェンスで下落を予見した値動き後の上昇
└買い
★ダイバージェンスで上昇を予見した値動き後の下落
└売り

MACD
(移動平均ダイバージェンス コンバージェンス)
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